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本棚のテーマは「青いロマンス」 

今回の本棚のテーマは、青春・涼しさをイメージする「青」に、ときめきを連想させる「ロマンス」

を重ね合わせた「青いロマンス」。大学生として、今だからこそ出会えるときめきのヒントが本の中

には沢山あります。是非、あなただけのときめきを探してみてください！ 

 

  書名 著者名 出版者名 

1 (闘蛇編)  獣の奏者 上橋菜穂子／作 講談社 

2 スイッチを押すとき 山田悠介／著 文芸社 

3 おくのほそ道 松尾芭蕉／原著 小学館 

4 おとぎ話の幻想挿絵 海野弘／解説・監修 パイインターナショナル 

5 官能と少女 宮木あや子／著 早川書房 

6 宝島 スティーヴンスン／著 光文社 

7 こんなにも優しい、世界の終わりかた 市川拓司／著 小学館 

8 思い出のマーニー ジョーン・G・ロビンソン／著 新潮社 

9 元素の不思議 マット・トウィード／著 創元社 

10 初恋料理教室 藤野恵美／著 ポプラ社 

11 ぼくは明日、昨日のきみとデートする 七月隆文／著 宝島社 

12 まるで童話のような、世界のかわいい村と美しい街 アフロ／写真 パイインターナショナル 

13 王女たちが愛した絶景 MdN 編集部／編 エムディエヌコーポレーション 

14 脳の中の時間旅行 クラウディア・ハモンド／著 インターシフト 

15 ときめく貝殻図鑑 寺本沙也加／文 山と溪谷社 

16 小さな緑の世界テラリウムをつくろう ミシェル・インシアラーノ／著 草思社 

17 世界の美しい透明な生き物  澤井聖一／編者 エクスナレッジ 

18 夜空と月の物語  守山晋平／編集・文 パイインターナショナル 

19 夜市 恒川光太郎 角川書店 

 



 

オススメ BOOK  
 

『宝島』 
世界の島々を渡り歩いたイギリスの詩人・随筆家であり小説家のスティーヴンスンの冒険小説。 

宝の地図を手に入れて、対峙するのは悪名高き海賊…直面する壁をどう乗り越えていくのか？ 

童心に返って、勇気ある少年ジムや個性あふれる登場人物たちと一緒に胸が高鳴る船出を！ 

 

 

『官能と少女』 

実写化された映画で宮木さんの名前を知った方も多いのではないでしょうか。女性の移ろいゆく内面

が繊細に紡ぎ上げられているのが今作。歪にみえる想いにも、上辺を取り除けば純粋無垢な本音が隠

されている。少しの背徳感と共に愛おしさを感じる、とても〝ロマンティック”な一冊です。 

 

 

『おとぎ話の幻想挿絵』 

数多のロマンスを生み出してきた童話。その胸のときめくワンシーンを覗きに行きませんか？ 

ふしぎの国のアリスや赤ずきん、シンデレラなど有名な童話のイメージが塗り替えられること 

間違いなしの一冊です。さあ、貴方も幻想的で美しい、童話挿絵の世界へ！ 

 

  

おわりに  
自分だけの“ときめき”は見つかりましたか？ 

胸が高鳴る瞬間は、大人になっても心に残る特別なもの。 

宝物を探しに行くような気分で、これからも読書を楽しんでもらえたら。 

この展開がそのきっかけになれば良いなと思います！（まあや）  

 

 

 

 


